
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和02年07月01日

計画の名称 地域の発展と活性化を支える愛媛の港づくり

計画の期間   平成２７年度 ～   平成３１年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 愛媛県

計画の目標 愛媛県の港湾は、瀬戸内海と豊後水道に臨み、海陸輸送の接点及び経済流通の主要施設として古くから開け、港湾数も全国上位を占め、それぞれの地域特性に応じた機能を有している。

そのため、地域特性に応じた地域の経済活動を支える小型船だまりを整備するとともに、港湾従事者・周辺住民の憩いの場を提供するための緑地の整備行う。

また、利用者が安心して使用できる施設を提供するため老朽化が著しい施設の延命化を行う。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 479  Ａ                 459  Ｂ                   0  Ｃ                  20  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      4.17 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

(H27当初) (H29末) (H31末)

   1 小型船だまりの防波堤整備により、静穏度が確保された水域を確保することにより、港湾機能の強化を図る。

小型船だまりの防波堤延長のうち、整備に着手した延長の割合から算出 22％ 36％ 55％

（目標年度における小型船だまりの静穏度確保水域の割合）

   2 緑地の整備により、背後圏の活性化を図る。

緑地の整備面積当たりの利用者想定人数から算出 0人 1900人 2800人

（目標年度における緑地の利用可能者数）

   3 老朽化した臨港道路等の港湾施設の延命化を行い、安全な荷役作業が可能となる施設整備を図る。

岸壁や物揚場等の延命化の完了施設数から算出 0施設 1施設 1施設

（目標年度における係留施設の延命化完了施設数）

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000219139



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

港湾事業

A02-001

港湾 一般 愛媛県 直接 － 重要 建設 国内物流ターミナル整備

事業　道路

道路L=140m 宇和島港・大浦

地区

 ■  ■          20 － －

A02-002

港湾 一般 愛媛県 直接 － 重要 建設 国内物流ターミナル整備

事業 橋梁

橋梁1基 宇和島港・大浦

地区

 ■          63 － －

A02-003

港湾 一般 愛媛県 直接 － 重要 建設 小型船だまり整備事業 防

波堤

防波堤L=460m 東予港・西条地

区

 ■  ■  ■         145 － －

A02-007

港湾 一般 愛媛県 直接 － 地方 建設 小型船だまり整備事業 防

波堤

防波堤L=62m 伯方港・木浦地

区

 ■  ■         100 － －

A02-008

港湾 一般 愛媛県 直接 － 重要 建設 環境整備事業 緑地 5.6ha 三島川之江港・

金子地区

 ■  ■  ■          57 － －

A02-009

港湾 一般 愛媛県 直接 － 重要 建設 環境整備事業 緑地 2.8ha 宇和島港・大浦

地区

 ■  ■  ■          62 － －

1 案件番号：  0000219139



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

港湾事業

A02-010

港湾 一般 愛媛県 直接 － 重要 改良 北条臨港道路 改良 道路改良L=65m 東予港・壬生川

地区

 ■          12 － －

 小計         459

合計         459

2 案件番号：  0000219139



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

港湾事業

C02-001

港湾 一般 愛媛県 直接 － － － 三島川之江港　港湾BCP策

定

港湾BCP策定 三島川之江港  ■          10 － －

港湾事業(三島川之江港、緑地整備)と一体的に計画策定することにより、防災意識の向上を図り、緊急時における港湾施設の有効利用を図る。

C02-002

港湾 一般 愛媛県 直接 － － － 東予港　港湾BCP策定 港湾BCP策定 東予港  ■          10 － －

港湾事業(東予港、臨港道路改良)と一体的に計画策定することにより、防災意識の向上を図り、緊急時における港湾施設の有効利用を図る。

 小計          20

合計          20

1 案件番号：  0000219139



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

事後評価の実施体制

0000219139案件番号：

・三島川之江港金子地区の緑地整備を行った結果、利用可能面積が増加した。
・東予港の道路改良により、既存施設の延命化が図られ、港湾利用者が安心して利用できる施設延長が増加した。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

目標年度における小型船だまりの静温度確保水域の割合

最　終
目標値

55％
設計基準の改訂による設計の見直しに時間を要したため、東予港西条地区の整備の進捗が遅れた。

最　終
22％

実績値

 2

目標年度における緑地の利用可能者数

最　終
目標値

2800人
周辺の土地利用の状況を鑑み、整備施設の再検討を行ったところ、その検討に不測の時間を要したことから、三島川之江港金子地区整備の進

捗が遅れた。H30年豪雨災害以降、緑地を災害ガレキ置き場として使用したため、宇和島港大浦地区の整備が遅れた。

最　終
200人

実績値

 3

目標年度における係留施設の延命化完了施設数

最　終
目標値

1施設
東予港北条臨港道路の整備は、平成31年度から別計画（重点計画）に移行したため。

最　終
施設

実績値

1 案件番号：0000219139


